大阪市立市岡小学校　平成３０年度　運営に関する計画・自己評価（総括シート）


　１　学校運営の中期目標


現状と課題

　　本校は、「自尊心・向上心・自立心」を教育目標に、
「人を大切にする心を育む」「確かな学力を育む」「健康な体を育む」を重点目標に掲げ、日々の教育活動に取り組んでいる。
　　子どもが安心して成長できる安全な社会の実現においては、市岡地域全体で活発に見守り隊活動や防災・防犯活動などに取り組まれていて、学校も地域・家庭と連携した様々な取り組みを継続して行っている。また、地域の方に自分を知ってもらうことで身の安全にも繋がる「挨拶」の指導も継続して行ってきている。あわせて規範意識の向上をめざした継続的な取り組みを行っている。
　　学力の向上については、児童の実態に即して個に応じた指導ができるように教員の授業力を高める研修を行い、実践的に国語科の研究をすすめてきた。その結果、平成２９年度の校内アンケートで、「友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意」と肯定的に回答する児童が、４月調査の６９%から１月調査では９２%と２３ポイントも増加した。隣席どうしや小集団で話し合う活動を盛んに行い、伝え合う力を育んできたことの現れでもある。
また、小学校学力経年調査結果の総合学力診断の標準化得点は、昨年と同じ水準であったが、国語・算数では、標準化得点が昨年よりも2ポイント増加した。しかし、正答率で得点下位層を減少させることや、上位層を増加させることが達成されていない学年もあった。
　　今年度より、特別の教科「道徳」が完全実施となる。そこで、本校の児童の実態や学校の現状から、昨年度より「『よりよい生き方』をみつめる道徳学習」を研究の主題に掲げ、「主体的に考え表現する指導法の工夫」を副題として研究活動や実践活動に取り組んでいる。初年度は、学習指導過程を工夫した授業づくりを行うとともに、「学習指導要領解説　特別の教科道徳編」に記載されている指導方法について意識した指導を行った。その結果、ねらいとする道徳的価値について考え、道徳的実践力を身に付けさせるためには、豊かな心を育てるだけでなく、確かな学力や健やかな体も育ていくことが重要であることを再認識することができた。
今後はさらに考えを深め広げられるように、道徳をはじめ各教科・領域の指導の中で、「主体的・対話的で深い学び」を進めていきたい。
ＩＣＴを活用した授業づくりでは、各教室にプロジェクターを固定設置したことで格段に活用回数が増加し、算数や外国語活動でのデジタル教科書やその他資料の提示、児童の発表での活用に資されている。



































　体力面では、課題であった立ち幅跳びの力を伸ばすため、年間を通して取り組んで
きた結果、一定の改善が見られた。さらに、運動への意欲と体力の向上を高めること
をめざして、体育学習のあり方や遊放時の活動の工夫に取り組んでいきたい。
　さらに、今後の本校の教育全般においては、わからないこと・できないこと・苦手
なことを「わかった」「できた」と子どもたちが感じられるように支援し、その努力
や成果を認めたりほめたり、共に喜び合ったりするような教育実践を通して、すべて
の子どもの達成感や自己有用感を育んでいきたい。

中期目標

【子どもが安心して成長できる安全な社会(学校園・家庭・地域)の実現】
○　校内児童アンケートの「学校のきまりを守っています」の項目の肯定的な回答
の割合を毎年向上させていく。

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】
○　校内児童アンケートの「友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意で
す」の項目の肯定的な回答の割合を毎年向上させていく。




















２　中期目標の達成に向けた年度目標

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】

全市共通目標

○　平成３０年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて解消した割合を９５％以上にする。
○　平成３０年度の小学校学力経年調査・校内調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、「当てはまる」と答える児童の割合を６０％以上にする。
　○　平成３０年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害児童数を前年度より減少させる。
　○　平成３０年度末の校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を前年度より減少させる。

学校の年度目標

　○　学校や教室環境、授業などのＵＤ化と、スクールワイドＰＢＳの考え方に則った「市岡小学校みんなの笑顔・安心ルール」の活用を通して、児童の学習に向かう意欲や学校生活における主体性や積極性を向上させ、学力経年調査や校内調査において「自分にはよいところがある」と感じている児童の割合を前年度以上にする。




















	
【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】

全市共通目標

[bookmark: _GoBack]○　平成３０年度の小学校学力経年調査における標準化得点を、同一母集団で比較し、いずれの学年も、前年度より向上させる。
〈平成２９年度の標準化得点（４教科合計）〉
　　３年生：１０５．９　　　　　４年生：１０１．０
　　５年生：１１１．３　　　　　６年生：　９４．５




○　平成３０年度の小学校学力経年調査における正答率が、市平均の７割に満たない児童の割合を同一の母集団で比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント減少させる。
〈平成２９年度の市平均の７割に満たない児童の割合（４教科合計・％）〉
　　３年生：１２．２　　　４年生：８．３　　　５年生：６．３



○　平成３０年度の小学校学力経年調査における正答率が、市平均を２割以上上回る児童の割合を同一の母集団で比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント増加させる。
〈平成２９年度の市平均を２割以上上回る児童の割合（４教科合計・％）〉
　　３年生：８．２　　　４年生：１６．７　　　５年生：１６．３



○　平成３０年度の小学校学力経年調査(校内調査)における、「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」という質問に対して、肯定的に回答する児童の割合を、前年度より増加させる。
〈平成２９年度の肯定的回答の割合（％）〉
　　３年生：６８　　４年生：７８　　５年生：６６　　６年生：７５
　　学校全体：７２




○　全国体力・運動能力、運動習慣等調査における体力合計点の向上に向けて、反復横跳び、ソフトボール投げ、立ち幅跳び、５０ｍ走の記録を、１学期と２学期とで比べ、１ポイント向上させる。

学校の年度目標

　○　ＩＣＴを活用した授業づくりに取り組む。
　○　児童の道徳性を育てる道徳指導のあり方について研究をする。




